
第八次環境取り組みプラン（2026～2030年度）

■ 事業活動における 〔Scope1、2排出量の削減〕

温室効果ガス排出量の削減

〔再生可能エネルギー(電力)の導入〕

－ 省エネを追求した生産技術導入

－ 徹底した日常改善活動の推進

－ 再生可能エネルギーの積極的導入

■ バリューチェーン全体における 〔Scope3カテゴリー11排出量の削減〕

温室効果ガス排出量の削減

－ エネルギー効率向上に向けた技術開発

－ 電動化製品への移行を推進

－ 水素社会に向けた技術開発

－ カーボンニュートラル燃料の活用

・ Scope3カテゴリー1排出量削減に向けたサプライヤーとの協業による活動推進

■ 投入資源の最小化と ・ 新材から再生材への切替推進

再生材の利用拡大 ・ 再生材利用を可能とする製品設計推進

・ 新製品の小型化、軽量化等による投入資源削減

・ 梱包資材の使用量削減と再利用推進

■ 製品の長寿命・再利用化と ・ 長寿命化や再利用し易い製品設計の推進

廃棄物の再資源化 ・ 廃棄物の再資源化推進

〔工場からの廃棄物排出量の削減〕

－ 歩留まり向上等の発生源対策

■ 生物多様性や水資源の ・ 事業活動による生物多様性や水資源への影響評価と

影響評価と保全活動 関連法令動向を把握し活動の方向性を明確化

・ 各サイトの特色を活かした地域における生物多様性保全活動推進

・ 各国、各地域の水環境事情を考慮した水保全活動推進

■ 法令順守と責任ある ・ 各国、各地域の環境関連法令の順守

環境経営の推進 ・ 化学物質法令動向を踏まえた適切な管理

・ 環境に関する外部からの要請や評価への誠実な対応

■ 環境マネジメントシステムの ・ 環境負荷物質低減の継続的取り組み

継続的改善 ・ リスク低減活動継続による環境異常の未然防止

・ 効率的で信頼性高いEMSに向けた継続的改善

■ 環境意識啓発と ・ 環境教育と意識啓発を充実化させることによる従業員の自発的行動の促進

環境パートナーシップの推進 ・ ビジネスパートナーと連携した法令順守の徹底や環境パフォーマンス向上の推進

範囲 項目 2030年度目標

グローバル 導入率 60%
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国内 排出量原単位 2021年度実績以下
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グローバル 排出量 2018年度比30％減

グローバル 排出量 2021年度比42％減

取組み方針 目標、実施事項
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